
Q1 あなたの性別と年齢をお教えください。

Q2 ご職業（もしよろしければ、会社名、職名も）をお教えください
＜一般（アンケート記載分）＞

山形大学　男女共同参画推進室／宮城学院女子大学一般教育部教授

八戸市工業高等専門学校教員(男女共同参画委員)／

仙台新卒ハローワークキャリアカウンセラー

JR仙台病院／日興システムソリューションズ内部監査室

大成建設／健康関連企業フィットネストレーナー／銀行／地方公務員

民生委員／自営業／無職

Q3 このシンポジウムのことをどこでお知りになりましたか。 ※複数回答あり

Q4 このシンポジウムに参加された動機は何ですか。

回答（一部抜粋）

上記シンポジウムに参加された方々に、今後のシンポジウム開催の参考とするため、内容等に関してアンケートを行っ
た。参加者129名のうち、66名の方から回答をいただいた。

参考にさせていただくため／シンポジウムは毎年楽しみにしている／テーマ、パネリスト(宋先生)に興味が
あった　／パネルディスカッションのタイトルに興味をもった／ポスター発表のため／研究に関係しているた
め／TUMUG支援が持つ意味合いを知るため／ジェンダーギャップに関心があったから／「男女共同参画」
に関心があったか　／スキルアップ支援事業に関する成果報告のため／自分の大学でもシンポジウムの企
画を考えているため／業務の参考のため／ジェンダー論について現在の動向を知りたかったから／大学に
勤める職員として内容を把握したいと思ったので／東北大学の取り組みの確認。このテーマの問題点の確
認のため／勉強のため／同じくダイバーシティの補助金を受けており、また本日の内容に関心があったた
め／男女共同参画の制度の現状理解のため／自分自身の今後の仕事の仕方、あり方につながると思った
ので／興味関心／女性の社会での活動に自身が困難さを感じたため／支援事業に採択していただいたた
め
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Q5 開催時期について

「悪かった」とお答えの方、どのような時期がよいか：

Q6 会場について

「悪かった」とお答えの方のコメント

Q7 内容について
【澤柳記念賞受賞講演】 【男女共同参画の取組について】

【特別講演】 【パネルディスカッション】

【パネルディスカッション】 【パネルディスカッション】

【全体として】

案内板の設置位置が問題

曜日は平日がありがたい／学位審査時期でない方が参加
しやすい(12月末～2月上旬以外が良い)／卒論対応で忙し
いので春～秋が良いです／天候不安のない時期／3月頃
／社会人は日曜日で助かるが、土曜日がベスト／真冬を
さける／学生としてはテスト時期と被っていない方がありが
たい
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